
 

 

 

  

特別展「みんなでつなげる鉄道 150 年—鉄道発祥の地よこはまと沿線の移り変わり―」 

特別展アンバサダー藤田優一さん就任・ 

展覧会詳細、関連イベント情報追加のお知らせ 

 

 特別展アンバサダー 藤田優一さん                           

 

藤田優一（ふじたゆういち）さん 

ラジオ DJ、声優。神奈川県横浜市出身。 

1996 年 10 月より 25 年以上にわたって FM ヨコハマで街角リポーターとして活

動し 2005 年には神奈川県内の全駅の乗降を達成。現在は毎週月～金の FM ヨコ

ハマ「Lovely Day♡」の中で、街角リポート（9:15、10:00、11:05）を放送中。

本展ではアンバサダーとしてフジタくん目線で横浜市内の鉄道路線や沿線のオ

ススメを紹介いたただきます。 

 

 展覧会概要                                      

【会 期】 令和 4 年 3 月 19 日（土）～9 月 25 日（日） 

前期：3 月 19 日（土）～6 月 19 日（日） 

後期：6 月 22 日（水）～9 月 25 日（日） 

【開館時間 】 9 時～17 時（券売は 16 時 30 分まで） 

【休 館 日】 月曜日（祝日の場合は翌日）、6 月 21 日

（展示替えのため特別展のみ休館） 

【会 場】 横浜市歴史博物館 企画展示室 

【主 催】（公財）横浜市ふるさと歴史財団 

【共 催】 横浜市教育委員会 

【特別協力 】 東日本旅客鉄道株式会社横浜支社・東海旅

客鉄道株式会社・日本貨物鉄道株式会社・東急電鉄株

式会社・相模鉄道株式会社・京浜急行電鉄株式会社・

神奈川臨海鉄道株式会社・横浜高速鉄道株式会社・横

浜市交通局・株式会社横浜シーサイドライン 

【観 覧 料】 一般 1,200 円、高校・大学生 1,000 円、

小・中学生・横浜市内在住 65 歳以上 500 円 

 

横浜市歴史博物館では鉄道開業 150 周年を記念し、3 月 19 日から特別展「みんなでつなげる鉄

道 150 年—鉄道発祥の地よこはまと沿線の移り変わり―」を開催いたします。本展では FM ヨコ

ハマの街角リポーターとして活躍される藤田優一さんが展覧会アンバサダーに就任されました。

おなじみの声で市内の鉄道事業者をご紹介いただきます。関連イベントとあわせてお楽しみくだ

さい。 

令 和 ４ 年 ３ 月 3 日 
横 浜 市 歴 史 博 物 館 
（公財）横浜市ふるさと歴史財団 

Press release 



 

【展示構成】 本展は企画展示室だけでなく常設展示室や２階廊下など横浜市歴史博物館全体が会場です。 

◆企画展示室 

1、今につなげる ―横浜の鉄道史―／2、鉄道会社がつなげる 今へ、未来へつなげる ―横浜を走る

鉄道会社―／3、鉄道がつなげる 楽しさへつなげる ―鉄道の旅― 

◆常設展示室・2 階廊下 

4、小学校郷土資料室からみる地域と鉄道／5，横浜市電保存館がやってきた 

【主な展示資料】 本展は 6 月 20・21 日に展示替えをおこない、一部展示資料を入れ替えます。 

相模鉄道 6000 系模型（相模鉄道蔵）／東京急行電鉄 7000 系

（初代）模型（総合車両製作所蔵）／新幹線行先表示板（沼本

忠次氏蔵）／SL プレート「C56139」（神奈川臨海鉄道蔵）／

制服〔JR 貨物運転士〕（JR 貨物蔵）／〔写真〕浅間町車庫前付

近（横浜市電保存館蔵）／〔写真〕大型トレーラーで搬出され

るシーサイドライン 1000 型車両（横浜シーサイドライン蔵）

／〔写真〕横須賀線 113 系 （JR 東日本横浜支社蔵）／〔写真〕

元町・中華街駅（横浜高速鉄道蔵）／チラシ「春の行楽は京浜

湘南沿線へ」（横浜都市発展記念館蔵）／汽車土瓶「東神奈川」

（横浜市歴史博物館蔵） 
 

 関連イベントのお知らせ                

❶ 特別展記念講演会「初期の京浜電気鉄道」 

講師 鈴木勇一郎さん（川崎市市民ミュージアム学芸員） 

日時：令和 4 年 5 月 14 日（土）14：00～15：30 

定員：170 名 事前申込が必要です。詳しくはウェブサイトをご

覧ください。 

会場：横浜市歴史博物館講堂 （後日アーカイブ配信を予定） 

参加費：800 円（アーカイブ配信：800 円） 

❷ 特別展みどころ解説 

 特別展のイチオシ資料や注目ポイントについて、担当学芸員が解説しま

す。解説ポイントや内容は各回で変わります。 

 日時：6 月 4 日（土）、6 月 11 日（土） 

各回 14：00 より 40 分程度（開場 13：40） 

 会場：横浜市歴史博物館 講堂 

 定員：各回 50 名程度 

（事前申込みは不要ですが、特別展入場券が必要です） 

 参加費：無料 詳しくはウェブサイトをご覧ください。 

❸ パネル展示 

①「新鶴見操車場─鉄道操車場物語展から─」3 月 19 日（土）～9 月 25 日（日） 

2022 年 2 月 3 日～16 日まで川崎市市民ミュージアムがミューザ川崎シンフォニーホール企画展示室

にて開催した展示会の内容をパネル展示にて紹介します。（協力：川崎市市民ミュージアム） 

②「横浜市営交通 100 周年記念」3 月 8 日（火）～6 月 19 日（日） 

2021 年に 100 周年を迎えた横浜市営交通の歩みを紹介するパネル展示です。（協力：横浜市交通局） 

※関連イベントは上記のほか、内容が確定次第ウェブサイトにてお知らせいたします。 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会期・開館時間・関連イベント等については内容・会場など変更

する場合があります。最新の情報は、横浜市歴史博物館ホームページまたはお電話にてご確認ください。 

お問合せ先 

横浜市歴史博物館 副館長：井上攻 学芸員：小林光一郎 広報プロモーション担当：羽毛田智幸 

℡045－912－7777 

東京急行電鉄 7000 系（初代）模型 

（総合車両製作所蔵） 

新幹線行先表示板（沼本忠次氏蔵） 

制服〔JR 貨物運転士〕（JR 貨物蔵） 


